
橋梁長寿命化総合研修（点検編）を開催しました 
 ～～点検研修を通じて橋梁保全の技術力向上～～ 

 平成２６年８月６日～７日の２日間にわたり、山形県内の市町村職員など点検技術者
を対象に、県内２会場において山形県橋梁点検要領などを学ぶ「座学研修」と、 
リフト車などを使用した近接目視や打音による橋梁点検技術を学ぶ「現場研修」を実
施しました。 
 
 橋梁等の点検は近接目視により５年に１回の頻度 
を基本とする、「道路法施行規則の一部を改正 
する省令 ほか」が７月１日より施行されました。 
 また、５月３０日に、道路インフラの予防保全、 
老朽化対策の取り組みに対する体制強化を図る 
ため、山形県内の道路管理者からなる 
「山形県道路メンテナンス会議」を発足し、 
道路施設の老朽化対策に取り組んでおります。 
  
 その一環として、橋梁の老朽化対策と長寿命化に必要不可欠な知識の習得と点検技
術力向上を目的に『橋梁長寿命化総合研修〔点検編〕』を実施したものです。 

■参  加  者：県・市町村担当職員、公益財団法人建設技術センター職員 ６６名 
              測量・コンサルタント会社 １０６名      合計１７２名                            
 
■主    催：山形県道路メンテナンス会議の構成機関である国・県・市町村と、公益財団法人建設技術 
        センターの共同 
         
■月日・会場：【新庄会場】 平成26年8月6日(水) 
               （座学研修） 最上総合支庁講堂（新庄市金沢字大道上2034） 
               （現場研修）一般国道47号本合海大橋 
          
         【天童会場】 平成26年8月7日(木) 
               （座学研修）天童市健康センター2Ｆ健康ホール（天童市駅西5-2-2） 
                （現場研修）一般国道13号天童大橋 
 
 
■座学研修内容：道路法関係法令の改正内容、山形県道路橋点検要領の改定内容等    

▲山形県大津補佐による研修主旨説明 ▲山形県点検要領改訂の説明 ▲会場内の様子 

○研修の様子      
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■現場研修：①一般国道４７号 「本合海大橋 （もとあいかいおおはし）」  ※国管理 
                 橋長407.8m、幅員10.0m(2車線)、点検箇所の橋梁形式＝連続鋼非合成鈑桁橋 
                竣工1971（S46）年、築43年経過 
         ②一般国道13号 「天童大橋 上り （てんどうおおはし のぼり）」  ※国管理 
            橋長230.1m、幅員11.8m(2車線)、橋梁形式＝連続単純ＰＣポステンＴ桁橋 
                竣工1968（S43）年、築46年経過 
 
■研修内容：①点検ハンマーを使用した打音による下部工・床版・桁・橋面の点検 
         ②近接目視による橋台などのひび割れ状況確認 
           ③近接目視による桁端部や支承等の腐食状況等確認     

▲下部工の打音による点検状況 

▲下部工のひび割れ状況確認 ▲桁端部の腐食状況確認 

①一般国道４７号 「本合海大橋（もとあいかいおおはし）」 研修の様子      

②一般国道13号 「天童大橋 上り （てんどうおおはし のぼり）」  研修の様子      

▲床版の打音による点検状況 

▲橋面の打音による点検状況 ▲桁端部の腐食状況確認 

▲下部工の打音による点検状況 

▲下部工のひび割れ幅測定状況 

▲桁の打音による点検状況 

▲大場副所長による研修主旨説明 

▲床版の打音による点検状況 

▲赤平保全官による講評 
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